
福井県衛生環境研究センター活動報告 概要 

 

発表演題名 全国から見た福井県の酸性雨の特徴とその要因 

発表学会名 第 36 回全国環境研協議会 東海・近畿・北陸支部共同調査研究（越境／広

域大気汚染）情報交換会 

発表者名 高岡 大（管理室） 

開催場所 水仙荘（福井県丹生郡越前町） 

発表日時 平成 30 年 10 月 25 日（木） 16：20～17：10 

発表内容 福井県の酸性雨は全国でも酸性度が高い状況が続いている。そこで、全

国のイオン成分データを解析するとともにマッピングや発生源寄与解析

（PMF 法）を活用し、様々な面から原因の究明を試みた。 

グラフ解析およびマッピング解析の結果、SO4
2‐,NO3

‐,NH4
+を含む大陸由

来の移流物質が福井県を含む日本海沿岸部の地域全体に渡って広域的な影

響を及ぼしていることが明らかとなった。 

また、H+負荷量マップから、秋冬季には日本海沿岸部の中でも特に北信

越の負荷量が高くなり、その原因は冬の季節風による大陸由来の移流物質

の影響と、降雪含む降水量が冬季に多くなる地域特性が重なるためと考え

られる。 

さらに、PMF 解析を行った結果、移流が硫酸イオン濃度に占める割合は

61.4％、硝酸イオン濃度は 85.1％、全体質量としては 31.8％と推計された。 

 


